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2008年８月。「It's Community Life」をテーマに52名の中学生・高校生が参加し、児童
（保育所・児童館）・高齢者（デイサービスセンター・グループホーム）・障がい者（障が
い者通所施設）の各福祉施設で数日間の福祉体験を行いました。
もともと、「ボランティアしたい！」という気持ちで申し込んでくれていた体験生の皆さ

ん。体験前に集まった事前学習会では、不安や疑問を抱きながら少し緊張した面持ちでし
たが、体験を終えた後にみんなで集まり事後交流会をしたときには、笑顔、笑顔、笑顔！
たくさんのことを感じ、考え、笑い、話し合い、この夏、ユースアクションに参加して、

少し大人になった体験生の皆さんの姿を見ることができました。

地域福祉権利擁護事業
「生活支援員」説明会

日 時 11月21日ª　1時30分～

会 場 元待賢小学校
地域福祉権利擁護事業は、加齢や障がいにより、自分一人
で判断することが難しい方を対象とした事業です。
具体的には、「福祉サービスを受けるための手続きや、届
いたお知らせの意味がよくわからない」「毎月の生活費がい
くら必要なのか、公共料金の支払いやお金の出し入れ、通
帳・印鑑の管理が一人ではできない」などの困りごとに対応
します。このような困りごとに対して、利用者に寄り添って
直接支援するのが生活支援員です。
現在、中京区社協では、生活支援員を募集しており、説明
会を開催することに致しました。ご関心のある方は、ぜひご
参加下さい。

中京区ボランティアセンターでは、各種入門講座を開催しています。「ボランティアしたいけど、何をし

たらいいか分からない」「自分に合うボランティアってなんだろう」という思いを持っておられる方、まず

は「はじめの一歩」として講座を受講してみませんか？

詳しくは、町内回覧板や区民新聞等でお知らせします。奮ってご参加ください。

中京区手話特別講座＆手話教室が終了しました。

今年度は、毎年昼・夜に4回連続で開催しました手話教室を、手話特別講座（昼・

1回）と手話教室（夜・4回）という形で開催しました。京都市聴覚障害者協会中京

支部・京都市手話学習会みみずくにご協力いただき、無事終えることができました。

手 話 講 座 報 告

要約筆記要約筆記 ≪開催予定≫点字教室点字教室 ≪開催予定≫

視覚に障がいのある方を正しく理解し、点字や

ガイドヘルプなどの体験を通して、視覚に障がい

のある方への支援の方法を学ぶ講座です。

開催時期：2月頃

※生活支援員になるためには、京都市社会福祉協議会が行う「生
活支援員養成講座」の受講と登録が必要です。その他「生活支援
員」には応募条件があります。説明会にてご確認下さい。

難聴者や中途失聴者の方に文字を筆記してコミ

ュニケーションを図る要約筆記。聴覚障がいの方

を正しく理解し、要約筆記の体験を通して、聴覚

に障がいのある方への支援の方法を学ぶ講座です。

開催時期：3月頃

平成21年度事業にかかわる
賛助会員の募集にご協力を
平成21年度事業にかかわる
賛助会員の募集にご協力を

中京区社会福祉協議会では、賛助会員制度を

実施して、区民の皆様に任意で賛助会費をお寄

せいただいております。中京区の福祉活動を支

える賛助会費の募集に、ご理解・ご協力をお願

いいたします。

※募集活動は１月頃より随時行います。

賛助会費

b個人（世帯）年１口　0,500円

b法人（企業）年１口　1,000円

■問い合わせ先 中京区社会福祉協議会
（@822－1011）

～つながり･ささえ･ふれあう
中京のまち（^ ０^）～
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8月1日から21日という期間で体験生にはボラン

ティア体験に行っていただきました。

学校の行事や部活、宿題、遊びとたくさんの予定

がある中、複数の施設で体験をした子もいました。

それぞれ3日間程の体験をしていただきましたが、

体験生からは、「もっと長くボランティアしたい！」

という声がたくさんあがってきました。

「ユースアクションで、来てくれた中学生の子がね」、ある職員さんが一言。

「何かあったのだろうか。怪我？　何か壊した？　それとも…」と悪い考えばかりが頭に浮かんできました。

少し焦りながら「どうかしましたか？」とお聞きすると、

「１人で参加した中学生の女の子が、休憩中に『私からみなさんに何かをしてあげたい』と相談してきたの

で、その子に「何ができる？」と尋ねました。そうしたら「折り紙で花が折れます。折り紙いただけます

か？」と。「利用者のみんなの分を折るのは大変だから、ゲームの入賞者に渡すことにしましょう」と提案

させてもらったら、喜んで折り紙を手に、他のボランティアさんにも折り方を教えながら、きれいなお花を

折ってくれました。何よりも、こちらの用意したプログラムだけで動くのではなく、「何かしたい」という

気持ちを持ってもらえたこと、それを行動に移してくれたことが嬉しかったです。他のボランティアさんも、

その子の折った折り紙をもらった利用者の方もとても嬉しそうでした」と笑顔で話してくださいました。

＊複数施設で体験した子がいるので体験人数は63名となります。

夏休みにボランティア体験
体 験 生

7月31日には体験生が一堂に集まって事前学習会

を開催し、体験にあたっての諸注意、グループに分

かれて「不安」や「疑問」を出し合うグループワー

クを行った後、高齢・児童・障がいの各種別ごとに

施設の方をお招きしてお話を伺いました。最後に体

験生ひとりひとりに、決意表明（体験目標）を書い

てもらい、体験にのぞんでもらいました。

事 前 学 習 会（7月31日）

体験を終え、感じたことや考えたことをみんなで

共有する機会として、事後交流会を行いました。他

の体験生の話を聞くことや困ったことを話し合う中

で、自分の体験を振り返り、「次はこんなふうにして

みよう」という考えを持ったり、解決の糸口を見つ

けることができました。

事 後 交 流 会（8月12日・22日）

事後交流会では体験生の皆さんにたくさんの声をお聞きしました。そのうちの一部を紹介いたします。
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体 験 生 の 声（事後交流会アンケートから）

b精神障がい者の人たちと一緒に卓球をした。みんなかなり上手でびっくり！

b「なんでメガネかけてるの？」と言われたり、メガネをとられたり。小さい子って好
奇心旺盛だなぁ、と実感しました。

b戦争時代がちょうど私くらいの年齢の時だった方から、戦争の話を聞かせてもらった。

印象に残って
いることを
教えてください

夏休みにボランティア体験


